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殺
生
を
生
業
と
し
た
猟
師
の
男
は

そ
の
報
い
で
死
し
て
な
お
地
獄
で
責
苦
を
受
け
続
け
る…

。

救
い
が
な
く
、見
る
者
に
強
烈
な
印
象
を
残
す
能
。
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連
歌
狂
い
の
た
め

妻
に
愛
想
を
尽
か
さ
れ
た
夫
。

暇
の
し
る
し
に
持
た
せ
る

金
目
の
も
の
が
何
も
な
い
た
め

夫
は
妻
に
使
い
慣
れ
た

日
用
品
の
箕
を
渡
し…

。
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【
演
目
紹
介
】

狂
言
　
箕
被
（
み
か
ず
き
）

　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
連
歌
の
会
に
顔
を
出
し
、
ろ
く
に
家
に
も

戻
ら
ぬ
連
歌
狂
い
の
男
が
明
日
の
会
の
当
番
に
な
っ
た
と
言
っ

て
妻
に
そ
の
準
備
を
言
い
つ
け
る
。
妻
は
夫
の
連
歌
狂
い
が
原

因
で
朝
夕
の
食
事
も
ま
ま
な
ら
ぬ
と
い
う
の
に
一
向
に
悪
び
れ

る
様
子
の
な
い
夫
に
呆
れ
、
遂
に
離
縁
を
申
し
出
る
。
夫
は
暇

の
し
る
し
に
と
辺
り
を
見
回
す
が
、
既
に
金
目
の
も
の
は
何
も

な
い
。
仕
方
な
く
妻
の
使
い
慣
れ
た
箕
（
穀
物
を
ふ
る
い
に
か

け
る
た
め
の
日
用
品
）
を
渡
す
が
、
そ
れ
を
頭
に
被
い
て
出
て

行
く
妻
の
後
ろ
姿
に
夫
は
思
わ
ず
「
三
日
月
（
箕
被
）
の
出
づ

る
も
惜
し
き
名
残
か
な
」
と
発
句
を
読
む
。
す
る
と
妻
が
す
か

さ
ず
「
秋
（
飽
き
）
の
形
見
に
暮
（
呉
）
れ
て
ゆ
く
空
」
と
見

事
に
脇
句
を
つ
け
る
の
で…

。

　
夫
婦
の
心
の
機
微
を
連
歌
に
巧
み
に
結
び
つ
け
、
情
感
豊
か

に
描
い
た
味
わ
い
深
い
狂
言
。

能
　
善
知
鳥
（
う
と
う
）

　　
陸
奥
、
外
の
浜
へ
と
向
か
う
途
中
、
越
中
立
山
に
立
ち
寄
っ

た
旅
僧
の
前
に
猟
師
の
亡
霊
が
現
れ
、
外
の
浜
に
残
し
た
妻
子

に
自
分
の
供
養
を
さ
せ
る
よ
う
伝
言
を
頼
ん
で
消
え
失
せ
る
。

　
僧
は
猟
師
の
頼
み
通
り
に
外
の
浜
を
訪
ね
る
と
、
子
と
と
も

に
夫
の
死
を
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
妻
に
猟
師
か
ら
預
か
っ
て
い

た
証
拠
の
袖
を
渡
し
、
読
経
し
て
猟
師
を
弔
う
。

　
や
が
て
僧
の
回
向
に
惹
か
れ
て
猟
師
の
亡
霊
が
現
れ
る
と
、

犯
し
た
罪
の
重
さ
に
心
安
ま
る
こ
と
の
な
い
我
が
身
を
救
っ
て

欲
し
い
と
訴
え
、
生
前
の
殺
生
を
悔
い
て
我
が
子
に
近
づ
く
。

し
か
し
無
情
に
も
そ
の
姿
は
か
き
消
さ
れ
、
こ
れ
も
生
前
の
報

い
か
と
男
は
嘆
き
、
殺
生
の
日
々
を
悔
悟
す
る
。

　
さ
ら
に
猟
師
は
親
鳥
の
鳴
き
真
似
を
し
て
子
鳥
を
捕
え
る
猟

の
様
を
見
せ
る
が
、
親
鳥
の
流
す
血
の
涙
に
簑
や
笠
も
用
を
な

さ
ず
、
血
は
目
を
霞
ま
せ
容
赦
な
く
体
を
濡
ら
す
の
だ
っ
た
。

　
ま
た
地
獄
に
落
ち
た
今
も
な
お
化
鳥
と
な
っ
た
善
知
鳥
に
責

め
苦
を
受
け
続
け
て
い
る
の
だ
と
言
う
と
、
そ
の
有
様
を
見
せ

て
僧
に
救
い
を
乞
い
、
そ
の
ま
ま
姿
を
消
し
て
し
ま
う…

。

　
決
し
て
逃
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
地
獄
の
責
め
苦
を
執
拗
に

描
き
、
最
後
ま
で
救
わ
れ
る
こ
と
な
く
逃
げ
惑
う
姿
に
凄
惨
か

つ
強
烈
な
印
象
を
見
る
者
に
与
え
る
能
。

【
演
者
紹
介
】

山
本
東
次
郎

大
蔵
流
狂
言
方
。
一
九
三
七
年
、
故
三
世
山
本

東
次
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
四
二
年
、

狂
言『
痿
痺
』の
シ
テ
で
初
舞
台
。
五
二
年『
三

番
三
』、
五
八
年
『
釣
狐
』、
七
一
年
『
花
子
』

を
披
く
。
九
二
年
度
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞

受
賞
。
九
四
年
度
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学

能
楽
賞
受
賞
。
九
八
年
、
紫
綬
褒
章
受
章
。

〇
一
年
、エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
音
楽
賞（
邦
楽
部
門
）

受
賞
。〇
七
年
、
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。
重

要
無
形
文
化
財
各
個
指
定
（
人
間
国
宝
）。
一

般
財
団
法
人
杉
並
能
楽
堂
理
事
長
。

観
世
銕
之
丞

観
世
流
シ
テ
方
。
一
九
五
六
年
、
故
八
世
観
世

銕
之
亟
静
雪(

人
間
国
宝)

の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
伯
父
観
世
寿
夫
、
お
よ
び
父
に

師
事
す
る
。
六
〇
年
、
四
歳
で
初
舞
台
。〇
二

年
、
九
世
銕
之
丞
を
襲
名
。
力
強
さ
と
繊
細

さ
を
兼
ね
備
え
た
謡
と
演
技
に
は
定
評
が
あ

る
。
海
外
公
演
や
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
世
界
で

も
幅
広
く
活
躍
。〇
八
年
度
日
本
芸
術
院
賞

受
賞
。
一一
年
紫
綬
褒
章
受
章
。
重
要
無
形
文

化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
公
益
社
団
法
人
銕

仙
会
理
事
長
。
公
益
社
団
法
人
能
楽
協
会
理

事
長
。
京
都
芸
術
大
学
評
議
員
。

【
開
催
に
あ
た
り
】

　
七
〇
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
能
は
、「
ユ
ネ
ス
コ

世
界
無
形
文
化
遺
産
」
に
指
定
さ
れ
る
な
ど

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
な
舞
台
芸
術
の
ひ

と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
に
水
上
能
楽
堂
「
伝
統
館
」
が
出
来

ま
し
た
こ
と
を
機
に
、
よ
り
多
く
の
県
民
の

皆
さ
ま
に
幽
玄
な
る
能
楽
の
世
界
に
親
し
ん
で

い
た
だ
き
、
東
ア
ジ
ア
に
生
き
る
日
本
人
と
し

て
の
社
会
的
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
を
確

認
す
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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０
２
４
年
６
月
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日
（
月
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後
５
時
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分
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│
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澤
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青
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反
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見
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